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目　　　次
１ 目的

　節水型社会の進行や給水人口の減少に伴う料金・使用料収入の減少、経年による施設の老朽化

など、上下水道事業を取り巻く近年の厳しい事業環境に柔軟に対応しつつ施策の質を高めていく

には、毎年度の進捗状況を把握・分析することが必要であり、そのためには、事業の検証に一定

の基準や評価制度を設け、予算編成まで繋げることが重要だと考えられます。

　このことから、「みやざき水ビジョン2020（以下「水ビジョン」という。）」（Ｒ２～Ｒ11）

に掲げた実施方策及び取組内容を着実に実行しながら、毎年度その進捗と成果を各課が確認する

なかで、新たな課題の抽出や事業の見直しなどの施策の分析を行い、予算編成への活用などを通

して新たな施策の構築や継続的な改善を図るための手段として、「施策評価調書」を導入しPDC

Aサイクルに基づいた計画の管理を行います。

　また、「施策評価調書」と「宮崎市上下水道局　経営戦略（以下「経営戦略」という。）」

（Ｒ1～Ｒ11）を一体的に進捗管理することで、投資・財政計画に基づく計画的で健全な事業の

推進及び経営を目指します。

　なお、施策評価に対する客観性や公平性を担保するため、各施策が効果的・効率的に実施され

ているか宮崎市上下水道事業経営審議会（以下「経営審議会」という。）による外部評価を実施

するとともに、施策評価の結果をホームページで公表することで、事業の透明性の確保に努め、

市民への説明責任を果たします。

施策評価調書の概要

【PDCAサイクル】

基本理念「みやざきを支え、

信頼を未来へつなぐ上下水道」の

実現を目指します
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２ 評価方法と基準

　上下水道局（以下「局」という。）の全ての施策は水ビジョンに基づいて実施されており、各

課が掲げた施策の進捗状況を評価しながら、次のフローに基づき新たな課題や施策の見直しの必

要性を明らかにしていきます。

（１）内部評価（局の評価）

①【定性的評価】

　所管課（主担当課、関係課）による取組内容の実績などを含めた施策展開等の記述と、主要

事業の事業費の実績を評価します。

②【定量的評価】

　各取組内容において設定した成果指標及びKPI（重要業績評価指標）について、評価対象年度

の目標値に対する達成度を算出し、取組内容に掲げた各指標の平均達成度を、評価基準として次

の評価区分を用いて示します。

③【取組内容の評価・方向性】

　所管課が取組内容に関する定性的評価及び定量的評価の双方を勘案し施策を分析したうえで、

５段階の点数による達成度の評価を行い、また、その評点の根拠を記載します。

　また、次年度以降の取組内容の方向性、新たな取組や変更した手法などとともに、水ビジョン

の記載内容を変更する必要が生じた場合、その変更内容等も記載します。

【評価の全体像とフロー】

（１）内部評価 （２）外部評価

①定性的評価

＋

②定量的評価 ⇒ ⇒ ⇒

↓

③取組内容の評価・方向性

担当課（自己評価） 経営会議 経営審議会

評価区分 考え方 平均達成度

◎ 十分な成果を認める 達成度100％以上

○ 概ね、成果を認める 達成度80％以上100％未満

△ 一部、手法や取組の見直しが必要 達成度80％未満

─ 評価対象となる指標なし

評点 評価内容 達成度

5 　計画目標を超えて進捗している。 100%以上

4 　計画目標の達成に向けて順調に進捗している。 80%～100%未満

3 　計画目標の達成に向けて概ね順調に進捗している。 60%～80%未満

2 　計画目標の達成がやや遅れている。 40%～60%未満

1 　計画目標の達成が遅れている。 40%満

④実施方策の評価

※①～③を踏まえ、

評価者による評価

結果を基に審議し

決定

外部評価・意見

※①～④が終了後、

評価者による評価

結果を基に審議し

決定

施策

評価の

最終

決定
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④【実施方策の評価】

　各取組内容の評価を踏まえ、局の意思決定機関である「宮崎市上下水道局経営会議（以下「経

営会議」という。）」に属する委員が実施方策の評価を次の評価区分を用いて行い、各委員のＡ

からＤまでの評価に応じて、90点から30点までの点数とし、その合計を評価した委員の人数で

割った平均点を基に、経営会議で審議したうえで、次の「評価の範囲」に応じて内部評価を決定

します。

（２）外部評価（経営審議会の評価）

　外部評価については、まず経営審議会に属する委員へ内部評価結果を説明し、それを受けて各

委員が、内部評価の評価方法と同様に評価区分を用いて評価を行います。委員全員の評価結果を

基に経営審議会で審議したうえで、次の「評価の範囲」に応じて外部評価を決定します。

３ 評価決定後の対応

　施策評価の結果をホームページへ掲載し、水ビジョン及び経営戦略の進捗状況を公表すること

で、市民への説明責任を果たします。

　また、経営戦略に掲げた投資・財政計画の実効性を高めるため、施策評価結果を投資・財政計

画ローリングや予算編成に活用します。

　なお、パブリックコメントやお客さまアンケートを適宜実施し、その結果を施策の評価・検証

等にも活用します。

評価区分 評価内容 評価の範囲

A 90 　十分な成果を認める 80点以上

B 70 　概ね、成果を認める 60～79

C 50 　一部、取組内容や手法の改善が必要 40～59

D 30 　取組内容や手法の抜本的な見直しが必要 40点未満

評価区分 評価内容 評価の範囲

A 90 　十分な成果を認める 80点以上

B 70 　概ね、成果を認める 60～79

C 50 　一部、取組内容や手法の改善が必要 40～59

D 30 　取組内容や手法の抜本的な見直しが必要 40点未満

【推進体制のイメージ図】

※水ビジョン　第6章　進捗管理（８６頁）から引用
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○施策評価調書の見方

施策体系 実施方策 内部評価

取組の方針

外部評価

■進捗管理表

【定性的評価】

事業名【計画期間（年度）】 総事業費 R5実績 累計実績

下北方浄水場大規模改修事業【R1-

R11】
約42億円 0 2,850,349 

柏田水源地更新事業【R2-R11】 約30億円 11,306 196,096 

下北方配水池整備事業【R5-R9】 約９億円 4,317 14,156 

富吉浄水場更新事業【R2-R11】 約35億円 75,362 200,975 

【新】富吉水源地更新事業【R5-

R14】
約50億円 48,637 48,637 

経年管更新事業【R1-R11】 約67億円 660,215 4,114,716 

生目台送水管更新事業【R1-R11】 約59億円 27,885 78,885 

《再掲》下北方浄水場大規模改修事

業【R1-R11】
約42億円 0 2,850,349 

《再掲》柏田水源地更新事業【R2-

R11】
約30億円 11,306 196,096 

《再掲》下北方配水池整備事業

【R5-R9】
約９億円 4,317 14,156 

《再掲》富吉浄水場更新事業【R2-

R11】
約35億円 75,362 200,975 

《再掲》富吉水源地更新事業【R5-

R14】
約50億円 48,637 48,637 

幹線管路耐震化事業【R1-R11】 約63億円 251,386 4,454,434 

 ＊ 成果指標名に※印がついているものは、減少を目標とする指標

Ⅰ－２ 水道施設の更新・耐震化 A

　水道施設の老朽化の状況、耐震性、将来の水運用などを把握しながら災害時における基幹施設の被

害に伴う市民生活への影響を考慮し、優先度の高い施設から効率的かつ計画的に耐震化を推進する水

道施設整備基本計画に基づいた事業を実施します。 A

取組内容
主要事業（参考） （千円）

取組実績

1 施設の更新

 下北方浄水場の脱水処理施設整備事業について、詳細設計

と杭打ち工事を実施しました。

 また、富吉水源地更新の河川解析業務を実施し、更新候補

地で将来長期的に安定した取水が可能であることを確認した

ほか、老朽機器や故障した機器の随時更新を実施しました。

2 経年管の更新
 経年管更新事業計画（R2～R11）に基づき、旧宮崎市約

4.5km、旧町約2.3kmを整備しました。

3 連絡管の整備

 下北方配水池系、生目台配水池系の幹線配水管を耐震化

し、バックアップ能力の向上を図るため、基幹管路耐震化更

新計画（R2～R11）に基づき、月見ヶ線（本郷工区、まなび

野工区）0.69kmを整備しました。

4 施設の耐震化

 柏田水源地更新事業については、造成工事が完了し、電

気、活性炭棟更新工事を発注しました。

 下北方配水池の耐震化のため、基本計画策定業務委託

（R3）にて出された配置計画を基に、用地取得に関する協議

を関係機関と行いました。

 富吉浄水場の1系ろ過池耐震補強を実施し、富吉浄水場の主

要浄水施設の耐震化が完了しました。

 富吉浄水場浄水池外更新の実施設計が完了しました。

 佐土原の非耐震二次施設削減および佐土原減圧弁耐震化設

計に伴う、実施設計を行いました。

5 管路の耐震化
 基幹管路耐震化更新計画（R2～R11）に基づき、市南部

ルートのうち、本郷北方工区及びまなび野工区における幹線

配水管約0.69㎞の耐震化を実施しました。

施策評価調書は実施方策ごとに作成しています。
『みやざき水ビジョン２０２０』第５章『実施方策と取組内容』（P45～）の「施策体系（『将来像』
及び『実施方策』）」、「実施方策」名を記載しています。下段には、各実施方策に対する「取組の方
針」を記載しています。

「施策体系」の
「取組内容」です。

「取組内容」に関連する主要事業です。
『みやざき水ビジョン２０２０』の将来像Ⅰ
（P56）、将来像Ⅱ（P62）、将来像Ⅳ
（P75）の『事業計画』の「事業名」及び「計画
期間」、実績等が記載されています。
　なお、関連する主要事業がない場合は空欄で
す。
①総事業費：計画期間全体の概算事業費
②Ｒ５実績：令和５年度の事業費実績額
③累計実績：計画初年度から評価対象年度（令和
５年度）までの事業費実績額の累計額

『取組実績』は評価対象年度（令和５年
度）の実績等が記載されています。

施策評価調書【みやざき水ビジョン２０２０・宮崎市上下水道局経営戦略】

① ② ③
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（評価対象年度：令和５年度）

（評価対象年度：令和５年度）

KPI ビジョン

〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇

〇 〇

〇

内部評価の理由

上下水道事業経営審議会の意見

【定量的評価】

指標名 単位 目標 実績 達成 評価

配水池貯留能力 日 0.91 0.89 97%

主要な電気・機械設備の耐用年数超過

率 ※
％ 77.3 77.3 100%

独自の経年化管路率 ※ ％ 26.3 29.20 111%

経年化管路率 ※ ％ 32.5 32.6 100%

基幹管路の耐震化率 ％ 44.5 43.9 98%

浄水施設の主要構造物耐震化率 ％ 78.6 78.6 100%

配水池耐震施設率 ％ 76.5 76.5 100%

浄水施設耐震化率 ％ 37.1 37.1 100%

基幹管路の耐震化率 ％ 44.5 43.9 98%

口径150mm以上の管路の耐震化率 ％ 42.4 42.2 99%

管路の耐震化率 ％ 18.5 19.5 105%

担当課の評価の平均点 4.0 

 経年管更新事業計画や基幹管路耐震化更新計画など、主要事業のほとんどの項目において実績値が目標値を上回っていることは評価でき

る。限られた予算の中ではあるものの、引き続き目標達成に向けた進捗管理を進めていく必要がある。

 水道施設の耐震化や更新工事は概ね進捗している様子が見られる。しかし、一部の指標でわずかに目標値を下回っている。今後の更新工

事や耐震化の進捗に遅れが出ないよう各事業計画を精査し、今後も安定した水の供給が行われるよう事業の推進を期待する。

担当課の評価

今後の方向性や特記事項

〇

４

 脱水処理施設整備事業は既設建築物の撤去が完了

し、概ね順調に事業実施することができました。富

吉水源地は河川解析業務を実施し、更新候補地での

取水が可能であることを確認することができまし

た。

 脱水処理施設整備については新脱水機棟の建設及びプラント工

事に着手予定です。

 富吉水源地更新については基本設計業務を実施予定です。機器

台帳システムを活用し、維持管理の効率や精度を高めていきま

す。

◎

4  経年化管路率32.6％となり、経年管更新事業計画

に基づき概ね事業実施ができました。

 経年管更新事業計画に基づき進捗管理を行い、経年化管路率の

抑制や管路の耐震化率等の向上を図ります。

 また、様々なリスク要因を元に布設替え優先度を判定できるよ

う情報を蓄積し整理していき、効率的更新を目指します。

〇

4  基幹管路耐震化率43.9％となり、概ね目標を達成

しました。

 基幹管路耐震化更新計画（R2～R11）に基づき進捗管理を行

い、下北方配水池系と生目台配水池系のバックアップ能力の向上

を図ります。

◎

4

 佐土原二次配水統廃合事業を進め、根本的に施設

強化を行う予定で準備を進めました。

 柏田水源地更新事業について、造成工事（完了）

及び電気、活性炭棟更新工事が予定通りに進んでお

り、概ね順調に進みました。

 今後も可能な限り施設数を削減し効率的整備更新となるよう計

画を改善します。

◎

4
 基幹管路耐震化更新計画に基づき計画的に事業実

施したことにより、目標値の9割以上を達成しまし

た。

 基幹管路耐震化更新計画に基づき進捗管理を行い、基幹管路の

耐震化率や管路の耐震化率の向上を図ります。

評価対象年度を記載しています。

「取組内容」に関連する成果指標です。
『みやざき水ビジョン２０２０』の将来像Ⅰ（P56～57）、将来像Ⅱ（P63）、将
来像Ⅲ（P66）、将来像Ⅳ（P76）、将来像Ⅴ（P81）の『成果指標』の「指標名」
と目標値等が記載されています。
①ＫＰＩ：『宮崎市上下水道局　経営戦略』に記載されている「重要業績評価指標
（ＫＰＩ）」に該当しているか。
②ビジョン：『みやざき水ビジョン２０２０』の「成果指標」に該当しているか。
③単位：指標の単位
④目標：評価対象年度（令和５年度）の目標値（『成果指標』の算出式で算出）
⑤実績：評価対象年度（令和５年度）の実績値（『成果指標』の算出式で算出）
⑥達成度：評価対象年度（令和５年度）の目標に対する実績の達成度
⑦評価：「取組内容」に対する指標の達成度から導き出した評価(P2参照)

「取組内容」の所管課が、定性
的・定量的評価を基に評価対象
年度の取組を分析し、５段階の
点数による達成度の評価を行
い、上段にはその評点の理由を
記載しています。下段は次年度
以降の取組方針等を示したもの
です。
また、施策評価の際に、『みや
ざき水ビジョン２０２０』の記
載内容を変更する必要が生じた
場合、その変更内容等を朱書き
で記載しています。

各取組内容に対して所管課が評価した「担当課
の評価」の平均点を記載しています。

評価対象年度（今回は令和５年度）の取組に対する内部評価です。
【上段】内部評価（経営会議の評価・評価の理由）
【下段】外部評価（経営審議会の評価・意見）です。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
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施策評価調書【みやざき水ビジョン２０２０・宮崎市上下水道局経営戦略】

施策体系 実施方策 内部評価

取組の方針

外部評価

■進捗管理表

【定性的評価】

事業名【計画期間（年度）】 総事業費 R5実績 累計実績

Ⅰ－１ 安全で良質な水の供給 A

 安全な水の供給を確実にするため、水源から給水栓（蛇口）に至る水道システムを継続的に監視・

制御し、存在するリスク（危険性）を抽出・特定します。また、平成24年度より運用している「宮

崎市水安全計画」について、必要に応じて計画を改訂しながら、水質管理を徹底することで高いレベ

ルの安全性を推進します。
A

取組内容
主要事業（参考） （千円）

取組実績

1
宮崎市水安全

計画の推進

　水質汚染事故に適切に対応し、安全な水道水を供給しまし

た。また、宮崎市水安全計画の修正等を実施しました。

2
活性炭の適正

注入

　原水水質に応じた活性炭注入を行うことにより、臭気物質

の低減と効率的な運転を実施しました。

3

適切な水質監

視システム体

制の維持・継

続

　油分センサー、めだかセンサーによる汚染水の流入及び導

電率計による海水の流入の連続監視を実施しました。

　監視カメラ及び人感センサーによる部外者の侵入を24時間

監視しました。

4

水質管理を徹

底した安全な

水の供給

　水質検査を計画通り適正に実施しました。また、水質検査

結果を市ホームページに毎月公表し、利用者への情報提供を

行いました。

5

貯水槽水道の

適正な維持管

理

　貯水槽設置建物の対象3,534 棟について、市保健所と上下

水道局と連携して令和3年度に778棟、令和5年度831棟に対

し使用実態を確認する調査を行いました。

　今後とも貯水槽所有者への適切な維持管理の指導監督に向

け、残りの調査（貯水槽設置年度の古い順）を複数回に分け

て行う予定です。

　また、貯水槽衛生管理研修会（市保健所と上下水道局共

催）を令和５年度に初めてオンデマンド配信により実施しま

した。研修参加し易い取組みにより、衛生的で安全な水の供

給を啓発しました。

6
関係機関との

連携

　水源地更新の検討について国土交通省と協議を行い、富吉

水源地油流出対応については環境指導課と連携し適切に対処

できました。

　また、大淀川第二ダムの放流水減について九州電力と連絡

調整した結果、取水への影響を軽減できました。

7
水源地の適正

な維持管理

　田野・清武水運用について、令和4年度検討内容を基に5つ

の水運用案を検討しました。

　また、田野水源地の監視システム更新により監視体制強化

のほか、田野町域の配水ブロック変更を行いました。

6

（評価対象年度：令和５年度）

KPI ビジョン

〇

内部評価の理由

上下水道事業経営審議会の意見

【定量的評価】

指標名 単位 目標 実績 達成 評価

貯水槽水道実態調査 回 1 1 100%

担当課の評価の平均点 4.6 

　需要者に対して安全かつ良質な水道水を供給するために、「宮崎市水安全計画」の着実な実施や検証が適切に行われており、法定水質検

査や監視についても問題なく実施できていることに加えて、安定供給のため将来を見据えた各種対策を講じているため。

　全ての需要者に対して、「宮崎市水安全計画」に基づき安全かつ安心な水道水を供給するための、原水の監視や水質検査などの取組実績

が評価できる。今後とも、関係機関との連携による水源地の適正な維持管理や、水質監視システム体制の継続などによる水質管理を徹底

し、安全で良質な水の供給が確保されるよう期待する。

担当課の評価
指標

今後の方向性や特記事項

-

5
　宮崎市水安全計画に基づき、取水口上流河川で発

生した油流出等の2件の水質汚染事故に適切に対応す

るとともに、当該計画の妥当性の確認、実施状況の

検証、修正を実施しました。

　安全な水の供給を確実に行うために、「宮崎市水安全計画」に

基づき、リスクに対する監視・制御を継続します。

-

4
　月1回の法定等水質検査のほか、週1回の水質管理

試験を実施し、原水等の臭気物質の状況把握及び活

性炭の注入量を適正に調整しました。

　河川及びため池等のプランクトンの増殖状況、原水及び浄水の

臭気物質濃度等について監視を継続します。

-

5 　連続監視が実施でき、汚染水流入に対応すること

ができました。

　機器の定期的な保守点検を行いながら、浄水場への汚染水流入

や部外者侵入を防ぐため連続監視を実施します。

-

5 　月1回の法定等水質検査を計画通り実施し、その結

果を翌月までに市ホームページに公表しました。

　水質検査等を適正に実施し、水源から給水栓までの水質管理の

徹底を継続します。

◎

５
　令和5年度に実施した追加調査（831棟）の対象人

数は684人（宛先不明42人を含む）であり、そのう

ち返送は370人（うち電話回答60人）でした。

　上下水道局として貯水槽水道に関しどこまで関与していくべき

かをある程度定めた上で事案に対応していきます。

　衛生管理研修会は、今回オンデマンド配信を行い、特に問題も

なく開催でき、今後も保健所と協議の上、概ね同様の方法で開催

します。

-

4
　関係機関と事故について早急に連絡を取り、現場

に合同で向かうなど適切な対応ができました。

　また、九州電力からの計画変更について連絡を取

り合い事前に確認しました。

　今後は、新たな水源地更新の検討を進め、国土交通省との協議

を適切に実施します。引き続き、水質事故や災害時などにおける

関係機関との連携を推進します。

-

4 　令和5年度に検討した田野・清武水運用案につい

て、水道部及び局長への報告を行いました。

　検討した田野・清武水運用案の内容を整理し、令和7年度の概

略基本設計に取り組みます。監視システムのクラウド化を進める

とともに早急な対応を意識します。
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施策評価調書【みやざき水ビジョン２０２０・宮崎市上下水道局経営戦略】

施策体系 実施方策 内部評価

取組の方針

外部評価

■進捗管理表

【定性的評価】

事業名【計画期間（年度）】 総事業費 R5実績 累計実績

下北方浄水場大規模改修事業【R1-

R11】
約42億円 0 2,850,349 

柏田水源地更新事業【R2-R11】 約30億円 11,306 196,096 

下北方配水池整備事業【R5-R9】 約９億円 4,317 14,156 

富吉浄水場更新事業【R2-R11】 約35億円 75,362 200,975 

【新】富吉水源地更新事業【R5-

R14】
約50億円 48,637 48,637 

経年管更新事業【R1-R11】 約67億円 660,215 4,114,716 

生目台送水管更新事業【R1-R11】 約59億円 27,885 78,885 

《再掲》下北方浄水場大規模改修事

業【R1-R11】
約42億円 0 2,850,349 

《再掲》柏田水源地更新事業【R2-

R11】
約30億円 11,306 196,096 

《再掲》下北方配水池整備事業

【R5-R9】
約９億円 4,317 14,156 

《再掲》富吉浄水場更新事業【R2-

R11】
約35億円 75,362 200,975 

《再掲》富吉水源地更新事業【R5-

R14】
約50億円 48,637 48,637 

幹線管路耐震化事業【R1-R11】 約63億円 251,386 4,454,434 

　＊ 成果指標名に※印がついているものは、減少を目標とする指標

Ⅰ－２ 水道施設の更新・耐震化 A

 水道施設の老朽化の状況、耐震性、将来の水運用などを把握しながら災害時における基幹施設の被

害に伴う市民生活への影響を考慮し、優先度の高い施設から効率的かつ計画的に耐震化を推進する水

道施設整備基本計画に基づいた事業を実施します。 A

取組内容
主要事業（参考） （千円）

取組実績

1 施設の更新

　下北方浄水場の脱水処理施設整備事業について、詳細設計

と杭打ち工事を実施しました。

　また、富吉水源地更新の河川解析業務を実施し、更新候補

地で将来長期的に安定した取水が可能であることを確認した

ほか、老朽機器や故障した機器の随時更新を実施しました。

2 経年管の更新
　経年管更新事業計画（R2～R11）に基づき、旧宮崎市約

4.5km、旧町約2.3kmを整備しました。

3 連絡管の整備

　下北方配水池系、生目台配水池系の幹線配水管を耐震化

し、バックアップ能力の向上を図るため、基幹管路耐震化更

新計画（R2～R11）に基づき、月見ヶ線（本郷工区、まなび

野工区）0.69kmを整備しました。

4 施設の耐震化

　柏田水源地更新事業については、造成工事が完了し、電

気、活性炭棟更新工事を発注しました。

　下北方配水池の耐震化のため、基本計画策定業務委託

（R3）にて出された配置計画を基に、用地取得に関する協議

を関係機関と行いました。

　富吉浄水場の1系ろ過池耐震補強を実施し、富吉浄水場の主

要浄水施設の耐震化が完了しました。

　富吉浄水場浄水池外更新の実施設計が完了しました。

　佐土原の非耐震二次施設削減および佐土原減圧弁耐震化設

計に伴う、実施設計を行いました。

5 管路の耐震化
　基幹管路耐震化更新計画（R2～R11）に基づき、市南部

ルートのうち、本郷北方工区及びまなび野工区における幹線

配水管約0.69㎞の耐震化を実施しました。
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（評価対象年度：令和５年度）

KPI ビジョン

〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇

〇 〇

〇

内部評価の理由

上下水道事業経営審議会の意見

【定量的評価】

指標名 単位 目標 実績 達成 評価

配水池貯留能力 日 0.91 0.89 97%

主要な電気・機械設備の耐用年数超過

率 ※
％ 77.3 77.3 100%

独自の経年化管路率 ※ ％ 26.3 29.2 111%

経年化管路率 ※ ％ 32.5 32.6 100%

基幹管路の耐震化率 ％ 44.5 43.9 98%

浄水施設の主要構造物耐震化率 ％ 78.6 78.6 100%

配水池耐震施設率 ％ 76.5 76.5 100%

浄水施設耐震化率 ％ 37.1 37.1 100%

基幹管路の耐震化率 ％ 44.5 43.9 98%

口径150mm以上の管路の耐震化率 ％ 42.4 42.2 99%

管路の耐震化率 ％ 18.5 19.5 105%

担当課の評価の平均点 4.0 

　経年管更新事業計画や基幹管路耐震化更新計画など、主要事業のほとんどの項目において実績値が目標値を上回っていることは評価でき

る。限られた予算の中ではあるものの、引き続き目標達成に向けた進捗管理を進めていく必要がある。

　水道施設の耐震化や更新工事は概ね進捗している様子が見られる。しかし、一部の指標でわずかに目標値を下回っている。今後の更新工

事や耐震化の進捗に遅れが出ないよう各事業計画を精査し、今後も安定した水の供給が行われるよう事業の推進を期待する。

担当課の評価
指標

今後の方向性や特記事項

〇

４

　脱水処理施設整備事業は既設建築物の撤去が完了

し、概ね順調に事業実施することができました。富

吉水源地は河川解析業務を実施し、更新候補地での

取水が可能であることを確認することができまし

た。

　脱水処理施設整備については新脱水機棟の建設及びプラント工

事に着手予定です。

　富吉水源地更新については基本設計業務を実施予定です。機器

台帳システムを活用し、維持管理の効率や精度を高めていきま

す。

◎

4 　経年化管路率32.6％となり、経年管更新事業計画

に基づき概ね事業実施ができました。

　経年管更新事業計画に基づき進捗管理を行い、経年化管路率の

抑制や管路の耐震化率等の向上を図ります。

　また、様々なリスク要因を元に布設替え優先度を判定できるよ

う情報を蓄積し整理していき、効率的更新を目指します。

〇

4 　基幹管路耐震化率43.9％となり、概ね目標を達成

しました。

　基幹管路耐震化更新計画（R2～R11）に基づき進捗管理を行

い、下北方配水池系と生目台配水池系のバックアップ能力の向上

を図ります。

◎

4

　佐土原二次配水統廃合事業を進め、根本的に施設

強化を行う予定で準備を進めました。

　柏田水源地更新事業について、造成工事（完了）

及び電気、活性炭棟更新工事が予定通りに進んでお

り、概ね順調に進みました。

　今後も可能な限り施設数を削減し効率的整備更新となるよう計

画を改善します。

◎

4
　基幹管路耐震化更新計画に基づき計画的に事業実

施したことにより、目標値の9割以上を達成しまし

た。

　基幹管路耐震化更新計画に基づき進捗管理を行い、基幹管路の

耐震化率や管路の耐震化率の向上を図ります。
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